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国
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流
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一
、
世
界
的
な
「
性
の
健
康
の
推
進
」
が
発
展
す
る
に

至
る
重
要
な
契
機 

 
 

 

世
界
的
に
「
性
の
健
康
の
推
進
」
が
発
展
す
る
に
至
る
重
要
な
契
機
は
、

一
九
六
八
年
に
テ
ヘ
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
人
権
に
関
す
る
国
際
会
議
」
に

さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
（
※
１
）
。
こ
の
会
議
で
「
家
族
と
子
ど
も
の
保
護
は
現

在
も
国
際
社
会
の
関
心
事
で
あ
る
。
親
は
子
ど
も
の
数
と
産
む
間
隔
を
自
由

に
か
つ
責
任
を
も
っ
て
決
め
る
基
本
的
人
権
を
も
つ
」
と
記
さ
れ
、
こ
こ
で

初
め
て
、
親
に
は
家
族
計
画
に
対
す
る
人
権
が
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
た
の

で
あ
る
。 

次
い
で
一
九
七
四
年
に
、
最
初
の
「
国
連
人
口
会
議
」
で
あ
る
「
世
界
人

口
会
議
」
が
ブ
カ
レ
ス
ト
で
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
会
議
の
結
果
が
「
世
界

人
口
行
動
計
画
（
Ｗ
Ｐ
Ｐ
Ａ
）
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
中
で
、「
人

口
に
関
す
る
総
合
的
目
標
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
人
々
に
は
、
子
ど
も

の
数
と
出
産
間
隔
を
十
分
な
情
報
に
基
づ
き
、
自
由
に
か
つ
責
任
を
も
っ
て

決
定
す
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
尊
重
す
る
」
こ
と
が
勧
告
さ
れ
、
人
口
問
題

に
関
す
る
国
際
協
力
を
大
い
に
推
進
し
、
家
族
計
画
の
必
要
性
を
国
際
的
議

論
の
土
俵
に
の
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
一
九
七
五
年
に
は
、

第
一
回
世
界
女
性
会
議
が
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
で
開
か
れ
、
男
女
平
等
を
確

立
す
る
た
め
に
家
族
計
画
の
権
利
が
必
須
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。 

一
九
八
四
年
に
は
、「
国
際
人
口
会
議
」
が
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
で
開
催
さ

れ
、
前
回
の
会
議
以
降
、
家
族
計
画
に
関
す
る
知
識
も
情
報
・
手
段
へ
の
ア

ク
セ
ス
も
一
段
と
普
及
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
が
、
途
上
国
で
は
避
妊
を

望
む
女
性
の
う
ち
、
そ
の
方
法
を
入
手
で
き
る
の
は
半
分
に
過
ぎ
ず
、「
満
た

さ
れ
な
い
ニ
ー
ズ
」
の
問
題
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
男
性
が
女

性
と
共
に
家
族
計
画
、
育
児
な
ど
、
す
べ
て
の
家
庭
生
活
の
責
任
を
分
担
す

る
こ
と
が
、
人
口
政
策
を
含
む
開
発
目
標
を
達
成
す
る
上
で
必
要
な
こ
と
や
、

人
工
妊
娠
中
絶
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
家
族
計
画
の
手
段
と
し
て
推
進
さ

れ
て
は
な
ら
ず
、
各
国
政
府
に
は
「
母
子
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
健
康

の
手
段
と
し
て
家
族
計
画
を
支
援
す
る
こ
と
」
が
要
請
さ
れ
た
。 

思
春
期
の
家
族
計
画
ニ
ー
ズ
も
こ
の
会
議
で
初
め
て
議
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
、
情
報
と
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
が
う
た
わ
れ
た
。「
政
府
は
思

春
期
の
男
女
が
家
庭
生
活
と
性
教
育
を
含
む
適
切
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
思
春
期
の
若
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

変
化
し
つ
つ
あ
る
社
会
文
化
的
枠
組
み
に
則
し
て
、
適
切
な
家
族
計
画
情
報

と
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
一
九
九
二
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
環
境
開

 6

SA
M
PL
E



発
会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ 

地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
で
は
、
持
続
可
能
な
開
発
と
い

う
概
念
が
推
進
さ
れ
、
経
済
、
保
健
、
社
会
の
発
展
は
環
境
と
調
和
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
し
、
持
続
可
能
な
開
発
は
、「
適
切
な
人
口
政
策
」
と
環
境
対

策
に
重
要
な
役
割
を
担
う
女
性
の
完
全
参
加
を
通
じ
て
実
現
で
き
る
も
の
と

し
た
。 

 

出
典 

（
※
１
）
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
（
ジ
ョ
イ
セ
フ
）、「
世
界
の
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
を
め
ざ
す
道
の
り 

日
本
語
版
」
（To B

etter 

C
om

m
unication Project, Euro N

G
O

 
編
二
〇
〇
四
年
） 

  

二
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
（
性
と
生
殖
の
健

康
）
の
推
進 

  

Ａ
．
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
提
唱 

 

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
い
う
概
念
は
一
九
九
〇
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

ヒ
ト
生
殖
研
究
・
開
発
・
研
修
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
、
産

婦
人
科
医
のFathalla

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

Fathalla

は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
「
健
康
の
定
義
」
に
し
た
が
っ
て
、
「
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」
を
「
身
体
の
中
で
生
殖
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
・
機
能
・

過
程
の
す
べ
て
に
関
し
て
、
単
に
疾
病
や
異
常
が
存
在
し
な
い
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
身
体
的
、
精
神
的
、
お
よ
び
社
交●

的
に
み
て
完
全
に
良
好
な
状

態
（w

ell-being

）
と
定
義
さ
れ
る
、
基
本
的
な
人
間
の
権
利
で
あ
る
」
と
定

義
し
た
。 

 

そ
し
て
、
そ
の
基
本
的
要
素
を
次
の
四
つ
と
し
て
い
る
。 

 

（
一
）
妊
孕

に
ん
よ
う

性せ
い

を
調
節
し
、
抑
制
で
き
る
こ
と
（
特
に
女
性
に
と
っ
て
） 

（
二
）
す
べ
て
の
女
性
に
と
っ
て
安
全
な
妊
娠
と
出
産 

（
三
）
す
べ
て
の
新
生
児
が
健
康
な
小
児
期
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
新
生
児

の
健
全
性 

（
四
）
性
感
染
症
か
ら
の
自
由
（Sciarra,

 

一
九
九
三
年
） 

 
 

す
な
わ
ち
、
人
々
が
希
望
す
る
数
の
子
ど
も
を
希
望
す
る
と
き
に
も
つ
こ

と
が
で
き
、
安
全
に
妊
娠
・
出
産
を
経
験
し
て
健
全
な
子
ど
も
を
産
み
、
性

感
染
症
の
恐
れ
な
し
に
性
的
関
係
を
も
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
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